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機」に比較しての相対的表現であり,詳しくは『 日本盲人社会史研究』∽日藤 1974)を参照 .4本論文では,歴史的に盲人の経済的自立を支えてきた按摩,鍼,灸,琴三弦,盲僧,盲人
高利貸し等の職業を指す用語として,「伝統的職業」を用いる.







































































































































































































































































































































網野善彦・大隅和男 (1990)『日本 歴史と芸能 第6巻 中世遍歴民の世界』 平凡社 .
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早川徳次 (1980)「早川徳次」『私の履歴書 経済人 6』 日本経済新聞社,123-85。


















木塚泰弘 (2003)「列島縦断ネットワー キング 大阪 80周年を迎えた日本ライトハウス」『ノ
ーマライゼーション』(258),55-57.












































日本盲人会連合 (1978)『日本盲人会連合30年史(点字版)』 (1)日本盲人会連合 .






















































矢嶋里絵 (1997)「身体障害者福祉法の制定過程 総則規定を中心に その 1」『人文学
報』(281),41-71。












































































































































































































































































National lnstitute for Blind)である.同協会の調査の目的は,盲人社会事業とはどのよう
なもので,その事業の目的とはいかなるものかということについて,「適確なる概念を会得す
る」(岩橋武 1932c:165にとであった.
英国々民盲人協会は,アー ミテイジ(Thomas Rhodes Armitage)博士が 1868年に設立










































































































































































































































































































衆議院0参議院 (1990)『議会制度百年史 帝国議会史 上巻』大蔵省印刷局.
衆議院・参議院 (1990)『議会制度百年史 帝国議会史 下巻』大蔵省印刷局.
平山正寿 (1937)『基督友会50年史』基督友会日本年会 .





岩橋きを (1970)『光友 339号特集・愛と実践の記録 菊と莉と灯台』光友会本部。
岩橋武夫 (1925)『動き行く墓場』警醒社 .
岩橋武夫 (1931a)『光は闇より盲人哲学者の入信手記』 日曜世界社 .
岩橋武夫 (1931b)『岩橋武夫講演集 1私の指は何を見たか』 日曜世界社 .







岩橋武夫 (1933c)『母0妹0妻 女性に典ふ』 日曜世界社。
岩橋武夫・浜田勝次郎著 (1933)『微笑の薔薇 基督教童話集』一粒社.
岩橋武夫訳・デイッケンズ著 (1934)『主イエス様の御生涯』三省堂.










































内閣制度百年史編集委員会 (1985)『内閣制度百年史 下巻』内閣官房 .














Smiles Samuel著・竹内均訳 (1997)『自助論』三笠書房 .




Uden Grant著・堀越孝一監訳 (2002)『西洋騎士道事典』原書房 .
















































































































































































ると,経常部収入(円未満切捨て)は昭和 11年度:3,749円,昭和 12年度:6,624円,昭和 13
年度:6,699円,昭和 14年度:13,744円,昭和 15年度:16,314円,昭和 16年度:25,711円



















































ル年額」としてその見積り金額を,「イ 食費 2,400円(一人 月 20円)」,「口 指導職員給料



























































































































































































































































合資会社早川特選金属工場 「定款 昭和 38年10月1日改正」.
「合資会社早川特選金属工場要覧(昭和 41。9。1)」
軍事工業新聞編 (1944)『白衣より作業衣ヘ ー大阪失明軍人会館見学記』 軍事工業新
聞出版局 .
















































岩橋武夫 (1942)『ライト0ハウス年報 第 7号昭和十六年度』ライト0ハウス大阪盲人協
会.
岩橋武夫 (1943)『愛盲会館 第8号昭和十七年度』愛盲会館大阪盲人協会.
『大阪盲人協会年報 第9号 昭和 18年度』同資料には,奥付がない.そのため発行年が
わからないが,同資料の表紙に「昭和19年7月」と記載されている.
文献
早川徳次 (1970)『私の考え方 早川徳次』浪速社 .
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シャー プ株式会社 (2009)「シャー プのあゆみ」.
(http://wwwosharpeco.jp/corporate/info/history/h_company/indexohtm1 2009。10.5)なお









































































































































































































































































































































則とすること 2。施術者ならびに治療室の衛生設備を高度に改善すること 3。 盲学校教育
において普通学を徹底し,盲人業者の常識と品位を高めること 4。徹底した普通学の上に
専門の知識ならびに技術を与えること 5。鍼灸以外の職業教育を急速度に発達せしめ,盲







































































































































































































































































































編集衆議院・参議院 (1990)『議会制度百年史 帝国議会史 上巻』 大蔵省印刷局 .
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木下賢志 (1985)「身体障害者福祉法 昭和24年法律第 283号制定前夜」『時の法令』
(1242),54-6。























































丸山一郎 (1998)『障害者施策の発展 身体障害者福祉法の半世紀 リハビリテーションか
ら市町村障害者計画まで』中央法規出版 .










内閣制度百年史編集委員会 (1985)『内閣制度百年史 上巻』内閣官房 .
内閣制度百年史編集委員会 (1985)『内閣制度百年史 下巻』内閣官房.

































































「第二回国会衆議院厚生委員会 5号 昭和 23年06月2日」.
「第二回国会衆議院厚生委員会 23号昭和 23年07月4日」.
「第二回国会衆議院本会議 79号昭和 23年07月5日」.















































































































1ヘレン 0ケラーの2度目の来 日の結果,諸経費を差 し引いて約 3,400万円の募金が
集まったことは第 3章第 2節で触れた.1949(昭和 24)年8月25日の会議で,先の募
金をもとに東 日本ヘ レン・ケラー財団,西日本ヘ レン 0ケラー財団,そして両財団の
連絡・調整を図るとともに全国的および国際的な事業を手がける機関として 日本ヘ レ
ン・ケラー協会を設立することが決まった.同会議に出席 したPHWのミクラウツも




東 日本ヘ レン・ケラー財団は,ヘレン・ケラーの第 1回目の来 日を記念に建設 された
財団法人東京盲人会館の財産を併合 し,同会館を拠点に事業を始めることとして
1950(昭和 25)年4月 1日,財団法人 として認可 された。これ と同時に同財団は中途失
明社のための按摩教育課程 として「ヘ レン・ケラー学院」を開設 した.西日本ヘ レン・
ケラー財団は 1950(昭和 25)年5月29日財団法人 として認可され,事務所を毎 日新聞




























は 1949(昭和 24)年12月中旬から翌 1950(昭和 25)年3月下旬までの約 3ヶ月半で ,





















































































































































































































ス0イギリスヘ出張している.6-部同年 4月1日および同年 10月1日施行 .
115






















































































































































名古屋 ライ トハ ウス,岐阜訓盲協会,市立上田図書館,新潟県盲人協会,石川県愛盲
協会,大阪ライ トハ ウス,西日本ヘ レンケラー財団,点字毎 日新聞出版部,府立京都
寮,和歌山県盲人協会,国立神戸光明寮,関西盲婦人ホーム,広島県盲人協会,青い
鳥盲女子ホーム,県立松山光明寮,福岡県盲人協会,真生会,九州ライ トハ ウス.な














策の中に米国流の合理性を背景 とする現実解を見た.岩橋はこれを 「愛盲 リア リ
ズム」と呼び,身体障害者福祉法の適正な運用や 日盲連の発展に活かそ うとした。
また同じ時期に発生 した按摩単独法等の問題に対 しても,盲人達は按摩単独法反
対 とい う合理的判断を示 した.これは戦前に按摩専業運動を永年にわたつて続け
てきた同じ集団とは思えない変化であつた.さらに,社会福祉事業法公布に呼応
し,米国の例 も参考にして,盲人の運動体である日盲連から,事業者を分離 し,


























編集責任者中島俊一 (1962)『社団法人大阪盲人福祉協会 三十年史』 社団
法人大阪盲人福祉協会 .











具野哲夫 (2002)『点字毎日創刊 80周年記念出版 激動の80年』 毎日新聞
122
社 (点字).
升味準之輔 (1988)『日本政治史3 政党の凋落,総力戦体制』 東京大学出
版会 .



































するばか りでなく,全日本ならびに諸外国の盲人を対象 とする各種の文化的使命 と実
践をもつ 000盲人のための社会事業」(岩橋英 1962:228)と記 されていたことは
第 1章第 5節で触れたが,既にこの時期,岩橋の志は世界にまで広がっていた.その
後のマザー夫人やヘレン・ケラーとの交流,2度の渡米,GHQとの交流および交渉などは








































人福祉協議会(World COuncil fOr the Welfare Of the Blind,以下「WCWB」または
「世盲協」と略記)の第 1回目の総会であり,これ以降 5年ごとに開かれている.世盲協は
1949(昭和 24)年4,ィギリスのオックスフォードで開かれた国 際盲 人 事 業会議


















































































































































































































は日本も含め 11カ国から,正式代表者 20名,講演者 10名,オブザーバー27名,来賓
者 450名,傍聴者 750名が参集した.同会議の決議は以下の通りである.先の第1回世
界盲人福社会議の決議と比較するため,長くなるが『アジア盲人福社会議議事録』(世界






























































































































の進んだ社会事業に触発 され,大阪ライ トハ ウスを設立 した岩橋にとつて,それ
は最後の仕上げともいえる仕事であった。1954(昭和 29)年8月,第1回世盲協会
議がパ リで開かれることになった.岩橋はこの会議に日本代表を派遣すべく,同
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岩橋武夫 (1954c)「巻頭言 昭和28年度決算を終えて」『黎明』(185),1-5。
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竹内恒之 (2000)『東京ヘレン0ケラー協会 創立50周年記念誌 視覚障害者
















































































































































































































































































































ション,新職業開拓 ④リハビリテーションエ学 ⑤障害者雇用 ⑥所得保障 ⑦社会福
祉事業(点字図書館,移動支援,盲導犬,授産ほか)③ソーシャルワーカーほか専門職




























































































12大村善永(1904(明治 37)年1月7日-1989(昭和 64)年2月22日)は,1929(昭和 4)
年文学部入学.後に奉天盲人福祉協会設立,シロアム伝道所を開設 .





16本間一夫(1915(大正 4)年10月7日-2003(平成 15)年8月1日)は,1936(昭和 11)
年文学部入学.後に日本点字図書館設立 .
17下澤仁(1917(大正 6)年9月18日-1999(平成 11)年7月31日)は,1936(昭和 11)
年神学部入学。後に日本点字図書館職員 となる .
18高尾正徳(1915(大正 4)年12月21日-1990(平成 2)年5月4日)は,1937(昭和 12)
















































育てる方式で事業を拡大 していること,日盲連結成 とヘ レン0ケラー2度目の来 日
の 1948(昭和 23)年前後の数年間に多くの事業者が設立されてお り,これ ら事業者
の多くが直接 0間接に岩橋の影響を受けて設立されていること, しかもこれ らの
多くが当事者団体から始まり,後に盲人社会福祉事業を始めていることなどから,
日本型盲人社会事業は日本に広が り根付いたことがわかった .
また今 日の盲人福祉施策を 15種類に分類 し分析 したところ,ほぼすべての分野
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岩橋英行 (1980)『青い鳥のうた ヘレン0ケラー と日本』 日本放送出版協会.
岩橋武夫 (1940)「H月の論題三つ」『黎明』(28),1-14.
岩橋武夫 (1932)『愛盲(盲人科学ABC)』日曜世界社.
























































































































































1880   1890   1900   1910   1920   1930   1940   1950   1960   1970   1980   1990  2000  2010
III:II:IIIII:IIIIII:II:III… … … 1_■ … … … … ■ … .:… ■ _¨ ¨ _l… … … … 1… … :¨ 1… … … … 1___.IIII… … 1
耳―一|……十一:…Ⅲ…|……1……・II・且JI」HEJJ…日■llil¨…‐・‐…・:・__...1・・_._■......・ l。一‐.___.L.....・…・::   l   i   i   l   l1目
―
||































































|  |  :  |  |  | ||  :  :_ |  |  :











2 (社)東京都盲人福祉協会 東京鍼按協会 1903
3 (福)東京光の家 1919
4 (株)毎日新聞社点字毎日部 点字大阪毎日 1922
5 (福)東京点字出版所 日本鍼按協会 1926
6 (福)岡山県視覚障害者協会 岡山県盲人協会 1927
7 (社)鹿児島県視覚障害者団体連合会 鹿児島県盲人協会 1928
8 名古屋市鶴舞中央図書館点字文庫 1929











2 (福)桜雲会 東京盲唖学校盲部同窓会 1892
3 (株)仲村点字器製作所 1901
4 (財)大阪府視覚障害者福祉協会 大阪盲人会 1906
5 (福)東京光の家 盲人基督信仰会 1919
6 (福)石川県視覚障害者協会 石川県盲人青年会 1919
7 (福)新潟県視覚障害者福祉協会 新潟県盲人協会 1920
8 (株)毎日新聞社点字毎日部 1922
9 (福)日本ライトハウス 点字文明協会 1922





2 (株)仲村点字器製作所 点字器の製造販売 1901
3 (社)東京都盲人福祉協会 生活支援 1903
4 (株)毎日新聞社点字毎日部 点字出版 1922
5 (福)日本ライトハウス 1922
6 (福)東京点字出版所 点字出版 1926





9 (福)東京光の家 生活支援,相談事業 1929
10 名古屋市鶴舞中央図書館点字文庫 点字図書館 1929
2。視覚に障害のある人のための社会福祉事業設立の時間的推移
視障者事業設立の時間的推移の把握を容易にするため,グラフ 1ーとグラフ 2ーの横軸の開
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S 視営障害者丁牛怖語 〔福)東京ヘレン・ケラー 協会 1950〔福)日本ヘレンケラー 財団 朧 肇福fIL協会
T視覚障害者療護旅設 〔福腫 □




(株)仲村点字器製作F~/ (福)桜雲会 大正時代 財)兵庫県視覚障害者福祉協会W調査・研究 1財)アイメイH薔会 1948盲人社会福 71「怖語 盲 人福粁IF空会 1954(社)鹿児島県視覚障害者団体連合会 嘔
























































































A 点字出版 48 2001
B 点字図書館および情報提供 94 1953
C 点訳者養成 1995
D 歩行訓練 66 1985 2005
E 移動支援 49 2009
G 生活支援
H 相談事業 1950 2005
I 盲導犬 20 1967
三療養成 1950
K 職業訓練 1957 2003




U 盲老人ホーム 42 1968 1975
V 補装具および盲人用具製造 1977 2002
W 調査・研究 1985 2006
X 収益事業 35
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青い鳥点訳ブループ代表者出川正教 (1998)『青い鳥点訳ブループ 35年史 追録 その
後の5年』青い鳥点訳ブループ代表者出川正教 .




1       歩み』東京ヘレンケラー 協会 .





























京都府立盲学校資料室 (発行年無)『京都府立盲学校 資料室史資料解説 展示編』京
都府立盲学校.
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日本盲人会連合 (1978)『日本盲人会連合 30年史(点字版)』 (1)日本盲人会連合(日本
ライトハウス所蔵).
日本盲人会連合 50年史編集委員会 (1998)『日本盲人会連合 50年史』 日本盲人会連
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社会福祉法人丹後視力障害福祉センター (1996)『創立 20年記念誌 いさり火』社会福
祉法人丹後視力障害福祉センター .























































































足利市視覚障害者福祉ホーム 木村浅七 足利市盲人ホーム 大給新 足利市社会事業協会
上)栃木県視覚障害者福祉協会 不 明















視覚障害者総合支援センターちば 加藤一郎 千葉県点字図書館 lll藤一郎 大日本盲人会千葉県文部 ○












1福)国際視覚障害者援護協会 金治窯 国際盲 人クラブ(ICB)









(社冷 日本視覚障害者協議会 全 日本祖力障害を協議会
ヨ)東京点字出版所 肥後基一 日本鍼按協会































































































































徳島県立障害者交流プラザ 西條美鈴 徳島県盲人福祉センター 光明票
(財)徳島の盲導犬を育てる会 武久―郎
愛媛県視聴覚福祉センター 設置者愛媛県知事 設置者愛媛県知事 , 愛媛県立松山光明寮

















































(社瓶 島県盲人協会 日盲連の傘下団体(特に東北の視覚障害者団体htの情報を参考にt′た 県の担当者
県盲人協会


































































































延岡ライトハウス        ・1■___ 市律所の音任者
(社)鹿児島県視覚障害者団体連合会 毛 宙学校教諭,県や市の福祉課の関係者等
福)啓明福祉会         V
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